
　「活力ある活気に満ちた白石」を創り上げていくために、市民総参加による生涯学習フェ

スティバル事業を年間を通して積極的に展開。市民が生涯学習に接する機会を広く設け、 

「ひとづくり」「まちづくり」の推進を目的に開催します。

白石城および武家屋敷周辺に
“白石を詠む”

　白石城および武家屋敷周辺に白石
の風景や観光スポットなどの白石に
ちなんだ短歌・俳句・川柳を掲示し
ます。白石の秋を感じながら作品を
堪能ください。
　期間中は、白石城天守閣・武家屋
敷内に作品投句箱を設置します。投
句された方の中から抽選で５名程度
の方に特製白石のグッズなどをプレ
ゼント！　皆さんからの作品をお待
ちしています。
●期間　９月19日（土）～11月29日（日）
●場所　白石城・武家屋敷周辺
●協力　仙南歌人会・蔵王俳句会・
白柳会・せんりゅう弥生の会

白石市漢字文化セミナー
　漢字の成り立ちや由来、さらに漢
字のすばらしさを学んでみません
か？　大人も子どもも楽しめるセミ
ナーです。
●開催日　10月30日（金）
●時間・場所・対象

【午前の部】9:30～、白石第二小学校
　白石第二小・越河小・大平小・齋川小・
大鷹沢小児童とその保護者、市民の方

【午後の部】13:30～、白石中学校
　白石中・南中・小原中生徒とその
保護者、市民の方
●講師　漢字文化振興協会理事
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あきらちゃん＆コロッケくん
クリスマスコンサート

　踊って、歌って、遊んでの60分。
もちろんうーめん体操も踊るよ！
●日時　12月５日（土）10:00～11:00
●場所　中央公民館
●出演　アトリエ自遊学校
あきらちゃん・コロッケくん
●定員　小学校低学年以下のこども
たちと、保護者150組

第54回新春囲碁将棋大会
●日時　平成28年１月17日（日）
　　　　9:00～16:00
●場所　中央公民館
●参加料　大人1,000円（予定）
　　　　　中学生以下500円（予定）

ベガルタ仙台サッカー＆ルール教室
●開催日　平成28年２月14日（日）
●場所　ホワイトキューブ
①第１部【サッカールール教室】
～サッカーのルールの基本を学ぼう～
●時間　13:00～14:00
●講師　（一社）宮城県サッカー協会
　　　　審判委員会フットサル部長
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②第２部【サッカー教室】
●時間　14:00～16:00
●講師　ベガルタ仙台スクールコーチ

第35回公民館まつり
高校生芸術発表会＆文化講演会

●開催日　平成28年３月５日（土）
●場所　中央公民館
●入場料　無料
※文化講演会は整理券を配布予定。

■高校生芸術発表会
●時間　10:00～12:00（開場9:30予定）
●出演　白石高等学校文化部

■文化講演会
●時間　14:00～15:30（開場13:30予定）
●講師　静岡大学名誉教授
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※ＮＨＫ「その時歴史が動いた」の

解説者として出演。大河ドラマの
時代考証を担当。

白石市心身障がい児者フォーラム
●日時　11月１日（日）10:00～15:00
●会場　ホワイトキューブ
●内容　市内特別支援学級児童生徒
によるステージ発表・作品展示・体
験コーナー（車いす、手話など）
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第23回白石市生涯学習フェスティバル ホワイトピア2015 in しろいし
生涯学習強化期間　10月１日～11月30日

問白石市生涯学習フェスティバル実行委員会（事務局：生涯学習課）　☎22-1343　

博物館準備室第18回企画展　「片倉小十郎～景綱と重長～」
　「伊達のナンバー２」として活躍した初代景綱と、大坂夏の陣で武功を上げた２代目重長に関係する
資料を主に展示。また片倉家の居城である白石城で使われていた瓦の展示を行います。
●期間　11月８日（日）まで
●場所　白石市歴探訪ミュージアム２階展示室

大坂夏の陣400年・白石城開門20周年記念　歴史講演会「戦乱の世から泰平の世へ」

●開催日　10月４日（日）
●場所　碧水園（駐車場は市役所・城下広場をご利用ください）
●定員　220人
①第１部【講演　戦乱の世から泰平の世へ】
　戦国時代から大坂夏の陣をテーマにした歴史研究の講演
●時間　13:30～14:30
●講師　共立女子大学文芸学部教授　堀

ほり
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　　堀　新

昭和36年岡山県生まれ。早稲田大学大学院文学研究科単位取得退学。現在共立女子大学文芸学部教授。専
門は日本中世史・近世史。編著に「日本中世の歴史７」、「信長公記を読む」など多数。

②第２部【対談　片倉家当主と語る戦国時代から江戸時代】
●時間　14:50～16:00
●内容　片倉家第16代当主・片倉重

しげ

信
のぶ

氏と講師、市学芸員が対談
　　片倉　重信

昭和15年白石市生まれ。国學院大学卒業。仙台藩藩祖伊達政宗公の重臣・片倉小十郎景綱公を初代とする、片倉家
第16代当主。政宗公が祭神としてまつられている青葉神社宮司。２代小十郎重長の一文字をもらって「重」信と名
付けられたと第15代当主で父の信光氏から聞かされて育つ。自ら２代小十郎の生まれ変わりと信じ、青葉神社を訪
れる全国の歴史・武将好きの方々と交流を続けている。

▲共立女子大学文芸学部　堀教授

片倉小十郎関連イベント
問生涯学習課　☎22-1343　

▲静岡大学　小和田名誉教授

　歴史学的な根拠のある学術講演会を開催。戦国時代から大坂夏の陣まで、片倉小十郎が活躍した時
代背景を探ります。
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